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お 客 様 各 位

前日比 1ヶ月前比

BRL / JPY Spot JPY 45,05 45,29 +0,24 43,37 +1,92

USD / BRL Spot BRL 2,1782 2,1804 +0,0022 2,2844 -0,1040

USD / JPY Spot JPY 98,16 98,77 +0,61 99,08 -0,31

Bovespa（ブラジル株価指数） Index 54.981 55.973 +992 53.822 +2.151

CDS Brazil 5yrs（ｸﾚｼﾞｯﾄﾃﾞﾌｫﾙﾄｽﾜｯﾌﾟ）bps 146,5 145,6 -0,9 167,8 -22,2

Brazil 5yrs Gov. Bond % 11,54 11,54 +0,00 11,89 -0,35

DI Future Apr14（金利先物） % 9,86 9,88 +0,02 9,67 +0,21

3 Months US Dollar Libor % 0,244 0,246 +0,002 0,252 -0,006

CRB Index（国際商品指数） Index 286,3 287,6 +1,3 289,5 -1,9

これらのレートは各市場における終了時点の気配値です。実際のレート提示は弊行担当者までお問い合わせ下さい。

　　マーケットデータ

　　マーケットサマリー
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Indicator Unit 10月15日

昨日のドルレアルスポット相場は、介入に関する神経質な動きから日中のレアル高が巻き戻される展開
でした。朝方は米国の債務上限引き上げに関して来年２月７日まで債務上限を引き上げる内容で上院が
合意したことから財政問題解決への期待が高まり、株式市場の上昇と共にリスクオンの展開からレアルも
買われました。前日比レアル高の２．１７台前半から始まり昼過ぎには２．１５台後半での取引となりましたが
、通常午後２時半に公表されている翌日の介入予告がなかったためレアルは反転下落し、一時２．１８近辺
で取引されました。その後もみ合いとなりましたが、結局２．１８近辺で引けています。
米財政協議に関しては夜になって上下両院で債務上限引き上げを含む暫定案が可決され、デフォルトが
避けられる見通しとなっています。

今朝公表されたＣＯＰＯＭ議事録では、「インフレ圧力は未だ根強く金融政策は通貨安からの長期的な
インフレ圧力を抑え警戒を維持しなければならない。現行の利上げペースは適切であり、来年にかけて
インフレ圧力を抑制するだろう。」と記されており、前回とほぼ同じ内容でタカ派姿勢を維持しています。
先週の声明文と同じように議事録からも今後の金融政策に関して大きな変更を示唆する意図はあまり
感じられません。中銀としてはタカ派姿勢維持によるインフレ期待抑制を引き続き重視しているものと
思われます。
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